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Abstract
This study explores the competition management system, training system, and training 
policy of different age groups playing basketball in the Republic of Turkey. The research 
is based on a survey of the systems related to basketball playing, including development 
organizations, as well as interviews with various stakeholders.
A field survey was conducted in February 2013 to gather observation-based information 
on official and practice games of the teams in different categories in basketball clubs and 
the basketball sections of sports clubs. Interviews were conducted with club managers, 
general managers, coaches, trainers, players, and players’-parents, including Turkish na-
tional team coaches and Turkish Basketball Federation staff.
This second report focused on the current generation of young people. An analysis of 
the data revealed that the training system in Turkey emphasizes the introduction of bas-
ketball to athletes aged 12 years and younger; serious player development begins when 
athletes reach the age of 13. Athletes younger than 12 are mainly provided guidance in 
basketball schools outside of regular schools throughout Turkey, all of which implement 
the same coaching program prepared by the Federation. In this program, practice time is 
limited to 1.5 hours per day, and only friendly games are held. Meanwhile, for athletes 
aged 13 to 18 years, the coaching system changes, as athletes already belong to teams by 
this point. Federation-organized official games are held, which direct practice activities. 
The coaching program varies across clubs, but most set a practice time of about 1.5 to 2 
hours per day.
This study also reveals the policies on position coaching and defense coaching, player or-
ganization, tryout rules, and the license system for today’s youth. For example, clubs in 
Turkey tend to train athletes in all playing positions until they reach the age of 14 years.
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This comprehensive survey of Turkish basketball provides empirical data that will be 
useful to sport scientists, coaches, persons in charge of each top league, and those in 
charge of developing basketball players in studying and building competition and manage-
ment systems.
Key words： Training System, Competition System, Regulation, Basketball School,
 Basketball Federation
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Ⅰ．はじめに
トルコ共和国（以下「トルコ」と略す）のバス
ケットボールは世界でもトップレベルであり、ト
ルコの国内リーグは近年有力選手から注目されて
いる（出町， 2018）。トルコは地理的にはアジア
とヨーロッパの両大陸にまたがる形で存在する
が、バスケットボールの IF である国際バスケッ
トボール連盟（FIBA）の分類ではアジアではな
くヨーロッパのエリアとなっており、FIBA Eu-
rope という欧州を管轄する部門に属する。育成
期は、主な欧州諸国同様、主として地域のスポー
ツクラブに所属してプレイする。学校にバスケッ
トボールチームが存する場合も無くはないが、実
質的に選手の育成はほぼ地域のスポーツクラブが
担っている状況である注1）。トルコ国内にいくつ
かあるいわゆる“ビッグクラブ”の資金は近年潤
沢であり、その一部のクラブの予算はヨーロッパ
の他国のビッグクラブと比べても引けを取らな
い。トルコ代表チームの近年の主な成績は表 1 の
通りである。2000 年以降の主要な国際大会につ
いて男女別にまとめた。
国際バスケットボール連盟（FIBA）は各国の
代表チームのランキングを発表している。それに
表 1　トルコ代表チームの 2000 年以降の主な成績 †
開催年 大会名 男子トルコ代表 女子トルコ代表
2000 シドニーオリンピック
2001 欧州選手権 準優勝
2002 世界選手権 9 位
2003 欧州選手権 12 位
2004 アテネオリンピック
2005 欧州選手権 9 位 8 位
2006 世界選手権 6 位
2007 欧州選手権 11 位 9 位
2008 北京オリンピック
2009 欧州選手権 8 位 9 位
2010 世界選手権 準優勝  
2011 欧州選手権 11 位 準優勝
2012 ロンドンオリンピック 5 位
2013 欧州選手権 17 位 3 位
2014 ワールドカップ ††/ 世界選手権 8 位 4 位
2015 欧州選手権 14 位 5 位
2016 リオデジャネイロオリンピック 6 位
2017 欧州選手権 14 位 5 位
2018 ワールドカップ（女子）††† （非該当） 10 位
†	 ：斜線は出場できなかったことを意味する。
††	 ：男子の方はこの年から大会名称が世界選手権よりワールドカップに改称された。
†††	：この年から大会名称が世界選手権よりワールドカップに改称された。
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よれば、トルコ男子は 2013 年 9 月時点で世界ラ
ンク 7 位、2014 年 12 月時点で 8 位、2017 年 10
月時点で 13 位、2018 年 12 月時点で 17 位であ
る。トルコ女子は 2013 年 11 月時点で 13 位、
2014 年 12 月時点で 11 位、2017 年 8 月時点で 7
位、2018 年 10 月時点で 6 位である。またトルコ
男子代表チームには“12 Dev Adam” （英語表記
では“12 Giant Men”）というニックネームがあ
る。
トルコのバスケットボールの研究には、野寺ほ
か（2011）の女子学生選抜チームによるトルコ遠
征に関する報告がある。また、出町（2018）がト
ルコのバスケットボールの中でもプロなどトップ
リーグの部分に焦点をあてて、運営システムやク
ラブの予算などを中心に詳細に記述している。し
かし、そこではトルコのバスケットボールの育成
年代における育成方法やシステムには触れられて
いない。トルコのように水準の高いプロリーグの
クラブと契約した選手は、それ以前の育成組織に
所属する段階において質の高い指導を受けていた
と思われる。従って、トルコ国内での育成年代の
選手への指導の状況を把握することは重要だと考
えられるがその詳細に関する報告は見当たらな
い。
そこで本稿はトルコのバスケットボールの育成
年代の部分を網羅的に調査して基礎資料を得るこ
とを目的とし、特に年代別の選手育成システムや
選手指導方針、各クラブ運営の実態等に関する調
査結果を検討した。
Ⅱ．方　法
1．調査時期と方法
2013 年 2 月 7 日から 24 日までトルコで視察・
調査を行った。現地ではスポーツクラブのバス
ケットボールのセクションあるいはバスケット
ボールクラブにおける各カテゴリーのチームの公
式戦、練習試合、練習を視察した。そしてスポー
ツクラブあるいはバスケットボールクラブの経営
者、GM、コーチ、トレーナー、選手の保護者等
にインタビューを行った。またトルコ代表チーム
のコーチ、トルコバスケットボール連盟の数名の
職員にもインタビューを行った。それと並行し
て、トルコのバスケットボールに関する資料や映
像を収集した。帰国後も必要に応じて、日本から
追加の質問・確認・インタビューを行った。こう
表 2　本調査で視察したクラブ・チーム
クラブ名 Anadolu Efes SK Galatasaray Fenerbahce Ulker
チーム名 A Team A Team A Team
Pertevniyal Team A A Team（女子） U-18
Pertevniyal Junior Team U-18（女子） U-16
U-18 U-16（女子） U-12
U-16
U-14
U-13
U-12
U-11
U-10
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して視察・インタビューや資料等で得たデータや
関連する研究を基に分析を行った。
本稿ではトルコ語の表記はフルネームなどの最
低限にとどめた。またトルコ語表記の一部は、ト
ルコ語のアルファベットのうち英語のそれに無い
ものを英語のアルファベットに置き換えたものも
ある。また各種の金額は現地調査当時のレートに
ならい、1 トルコリラを 50 円として、1 ドルを
93 円として算出した。所属や肩書は現地調査当
時のものである。
2．視察・調査したクラブとそのチーム
表 2 が今回の調査で視察したクラブとそれに含
まれるチームである。トルコ語を一部英語表記に
直してある。またトルコでは後述するように育成
時期の各年代で独特の呼び名があるが、この表 2
では理解を助けるために、サッカー等でも使われ
ている U（アンダー）の表記を用いる。また「女
子」の表記がないところは全て男子である。
Ⅲ．結果と分析
1．12歳までの選手育成システム
（1）‌トルコバスケットボール連盟によるバスケッ
トボールスクール注2）
トルコにおいて、12 歳以下の子どものバスケッ
トボール選手育成システムのベースになるのはバ
スケットボールスクールである。このバスケット
ボールスクールは大きく二つに分けて考えること
ができる。一つはトルコバスケットボール連盟が
主導しているプロジェクトである。これはトルコ
の 12 歳以下の年代の選手育成の核になるもので
ある。このスクールは 7 歳から 12 歳を対象とし
ており、2002 年に始まった。トルコ語では“12 
Dev Adam Basketbol Okulları”で、英語表記で
は“The 12 Giant Men Basketball Academies” 
（Turkish Basketball Federation, online） と な
り、頭文字を取り“12 DABO”とも称される。
この中の“12 Dev Adam”というのは述べたよ
うにトルコ代表チームのニックネームである。
このトルコバスケットボール連盟によるバス
ケットボールスクールは、現在ではトルコ全土に
加えて北キプロスも含めた 6 エリア 75 の市（街）
で行われている。そこでは若い選手の技術指導は
もちろんのこと、チームワーク、コミュニケー
ション、異文化理解もこのスクールでの習得の目
標としている。これまでに 50000 人の子どもを指
導してきて、そのうち 10―15 人のトルコ代表
（なんらかのカテゴリーで）を輩出したという。
また NBA ポートランド・トレイルブレイザーズ
に所属の Enes Kanter やトルコ男子 1 部リーグ
の Sakarya Büyükşehir Belediyespor に所属する
Uğur Dokuyan などもこのプロジェクトを経たと
いう（Turkish Basketball Federation, online）。
このトルコバスケットボール連盟のバスケット
ボールスクールの指導は、同連盟による講習を受
けて養成されたコーチが行う。このスクールの実
際の指導内容は同連盟が決めた全国一律のメ
ニューである。シーズンの初めに、同連盟がコー
チにそのシーズンの練習プログラムを渡す。各
コーチはこれに沿って指導していく。指導者に期
待されているのは子どもが“fun”と“fundamen-
tal”を得ることだという。つまり楽しみながら
バスケットボールの基本技術を習得することを目
指すわけである。またここではゾーン・ディフェ
ンスはせず、マンツーマン・ディフェンスを指導
する。選手のポジションも決めない。そしてあら
ゆる基本技術をすべての選手に指導し、すべての
ポジションの基本技術を練習させる。練習は男女
の区別をせず一緒に行う。2 歳ごとに年齢で区切
り、7―8 歳、9―10 歳、11―12 歳の三つのカテ
ゴリーに分けて練習する。1 回あたりの練習は 1
時間半である。このスクールにはシーズンが二つ
ある。まず一つ目のシーズンである冬は 10 月か
ら 5 月までで、一週あたり 2 日間、土曜日と日曜
日に練習する。もう一つのシーズンは夏（6 月か
ら 8 月まで）でこの期間は一週あたり 4 日間練習
する。冬のシーズンの方の最後の 2 か月は近隣の
スクール同士が試合を行う。これは覇を競う試合
ではなく、あくまでスクールのプログラムの一つ
としての試合である。最終的にチャンピオンシッ
プのような大会は行わず、お祭りのような形で全
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国から 64 のスクールを集めて交流試合を行う。
順位をつけることは目的ではないので、参加者全
員にメダルが贈られる。各会場で子どもたちは同
じ練習着を着用する。この練習着はトルコ代表
チームのゲームユニフォームとデザインを似せた
もので、子どもの憧れとなっているという。また
ゴールは大人と同じ高さのものを使用する。そし
て参加に際し、子ども一人当たり 1 か月当たり約
1500 円を支払う。これはコーチへの謝礼の原資
となる。これがトルコバスケットボール連盟によ
るバスケットボールスクールの運営の詳細であ
る。
（2）民間のバスケットボールスクール注3）
この年代のバスケットボールスクールの二つ目
のものとして、このトルコバスケットボール連盟
による“12 DABO”とは別に、民間のクラブや
民間組織によるスクールがある。これらは同連盟
によるバスケットボールスクールに比べると、こ
の年代の選手育成において必ずしも主とならない
かもしれないがここで触れておきたい。例をあげ
ると、トルコ国内でビッグクラブの一つに数えら
れる Fenerbahce は、イスタンブール市内で言え
ば 20 ほどのスクールを展開しており、そこで子
どもの指導を行っている。その上でそのスクール
の中から選手の選抜注4）をして 5 つ程度の疑似
“チーム”のようなものを作り、近隣のそうした
“チーム”同士で試合ができる簡易の大会のよう
なものを行う。この大会はリーグ内総当たり戦と
なっている。
Fenerbahce のような大きな規模ではない小さ
いクラブでも、たいていこの年代のスクールを
持っていて指導に当たっている。選抜チームを作
れるような規模のクラブだと中には上記のような
地域の大会に参加する場合もある。これらの選抜
のチームはだいたい 1 チーム 15 名ほどである。
この年代の大会へのエントリーに際しては、10
人以上でチームを結成する必要があり、そのうち
10 人がそれぞれ 1 ピリオド以上出場しなくては
いけないというルールがある。第 1 ピリオドと第
2 ピリオドは選手を総入れ替えするチームも多
い。この選抜チームに入った選手だけにリサン
ス注5）が発行される。
また、トルコバスケットボール連盟ではなく民
間の組織によるスクールの例として“MVP”が
挙げられる。これは元トルコ代表であり、元
NBA 選手の İbrahim Kutluay らによるバスケッ
トボールスクールである。Kutluay は長年トルコ
代表チームで活躍したスター選手である。このス
クールはトルコバスケットボール連盟による“12 
DABO”と同様、冬のシーズンと夏のシーズンに
分けられており、冬は 5 か月程度の練習で、土曜
日と日曜日中心の練習となっている。5 歳から 16
歳までが対象で、数か所の会場で行われている。
この“MVP”は原則として選手 8―10 人につき
一人のコーチが教える、とうたっており、中には
1 クラス 14―15 人の選手に対して 4―5 人のコー
チが指導する場合もあるようで、トルコ国内の中
でも、非常に濃くきめ細かく指導しているスクー
ルとして知られている。その分月謝も多少値が張
り、冬のシーズンの場合、1 か月あたり一人約
10000 円から約 17500 円程度となっている注6）。
“MVP”の運営組織はこのスクールとは別に、
「ジュニアリーグ」という大会を主催している。
これはこの U-12 の年代で最大規模の大会であ
る。そしてこの大会がこの世代で唯一トルコバス
ケットボール連盟の公認を得ている注7）（MVP 
Sportive Organizations Education Tourism and 
Advertising Services Inc., online）。
ジュニアリーグにしろ、地域のリーグの大会に
しろ、12 歳以下のカテゴリーでは各クラブが参
加費を支払って参戦する。このようにこの世代の
大会参加は有料であり、「公式戦」ではないの
で、クラブ側は参加する大会をかなり選んで絞っ
た上で参加することになる。そのため、U-12 の
世代の大会は、U-14 やその上のカテゴリーほど
の参加クラブ数にはならないことが多い。トルコ
では 12 歳以下は連盟主催の大会が無い、という
意味で「公式戦が無い」と一般には考えられてい
る。「公式戦」、つまり連盟主催の大会は 13 歳以
上のカテゴリーからになるので、そこからより本
格的な意味での選手育成が始まる、と考えられて
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いる。したがって、12 歳までの育成と 13 歳から
の育成は異なっていると言える。
2．13歳から 18歳までの育成システム
（1）‌13 歳から 18 歳までの基本的な競技・運営
システム注8）
次にトルコにおける 13 歳から 18 歳までの育成
システムについて述べる。この年代は連盟主催の
「公式戦」がはじまり、これを中心に練習が組ま
れる。そして 12 歳以下の「バスケットボールス
クール」中心の運営の形から主に「チーム」を組
んでの練習の形へという変化がある。もちろん、
前述のように少ないながらも 12 歳以下にもチー
ムはあるし、13 歳以上を対象にしたスクールも
ある。しかし、トルコ全体を見渡すと、この年代
ではほとんどの組織が「チーム」の形式で活動す
る。
シーズンは、エリアによって若干違うがイスタ
ンブール周辺では 9 月に始まり 6 月に終わる。ア
ンカラ周辺やイズミール周辺ではもう少し遅い。
9 月は学校の始まりでもある。大会の仕組みは、
まず市などのローカルな基礎自治体で試合を行
い、そこから県よりも大きい単位（日本で言えば
「関東ブロック」などに相当）に進み、そして全
国大会が行われる。全国大会には 16 クラブが参
加できる。各地域の大会に参加するチーム数は
12 歳以下のそれに比べてかなり増えてくる。
トルコ国内では、原則としてこの年代では競技
水準によるチームの区分はなされていないが、例
外としてイスタンブール周辺のみチームの区分が
行われている。なぜならイスタンブール周辺の
チーム数があまりにも多いためである。イスタン
ブール周辺では、A と B という区分があり、シー
ズンごとに 2 チームずつ入れ替わる。この他に C
という区分もあるが、これはバスケットボールス
クールに近いようなチームを指すので、一般的に
はある程度本格的にやっているのは A と B の 2
区分と認識されている。
この 13―18 歳の年代の活動頻度は、かなり真
剣にやっているクラブの場合、週 6 日の活動が典
型である。つまり 5 日間練習して 1 日が試合、そ
して 1 日が休日ということである。この場合、月
曜日に練習を休むというクラブが良く見られると
いう。一方、ここまでハードには練習しないチー
ムもあり、その場合は試合も含め、週に 3―4 日
の活動という形になることが多いという。いずれ
のタイプのクラブも、そして U-14、U-16、U-18
とも 1 回あたりの練習時間は 1.5―2 時間という
のがトルコでは一般的である。
ただし例外もある。それは U-14 の世代で、選
手育成に力を入れているビッグクラブのチームで
あっても、この年代では練習時間や頻度は少なめ
に設定されていることが多い。例えば、週 4 日の
活動で 1 回あたり 1 時間の練習、などである。な
ぜならトルコは受験の競争が激しいためである。
トルコでは 15 歳で高校に入学するので、14 歳は
受験生ということになり、この年は高校入学試験
の準備にあてることができるように配慮されてい
るのである注9）。
（2）育成年代の呼称注10）
ここまで理解を助けるために一般に用いられる
ことの多い U-18 等の表記を便宜的に用いてき
た。トルコには育成期の選手の世代に独自の呼称
があるので表 3 に示す。
この区分は大枠のもので、実際の運用の際に
は、もっと細かい区分が用いられることがある。
例 え ば、 前 述 の Fenerbahce の 一 つ の Fener-
bahce Ulker の育成組織は表 4 のように運営して
いた注11）。
またこちらもビッグクラブと認識されている
Anadolu Efes SK では 18 歳以下の年代ではこの
ように区分して活動している（表 5）。
表 3　トルコでの育成年代の呼称
呼　称 年　齢
GENC 17―18 歳
YILDIZ 15―16 歳
KUCUK 13―14 歳
MINIK 12 歳以下
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例えば、この Anadolu Efes SK の KUCUK と
KUCUK-B は各々が別のチームとして大会に出
場している。このようにそれぞれの年度の状況に
応じて各年代でのチーム数やチーム編成を調整
し、柔軟に対応している。
（3）選手の編成注12）
この 13 歳以上のチームの選手の編成方法は主
として三通りある。一つは入部希望者をそのまま
入部させるもので、もう一つはトライアウト、そ
して三つ目はリクルートである。
入部希望者をそのまま入部させる形は、小さい
クラブや地方のクラブなどに典型的に見られる。
この入部希望者全員を原則として入部させている
ようなところは、もしある年にある年齢の入部希
望者が一定数を越すというようなことがあればそ
の年齢のチームを複数作って対応することもあ
る。
トライアウトを行うのは、ビッグクラブを中心
とした一部分のクラブである。クラブによっては
トライアウトの参加に際して身長の制限が課され
る場合もある。一般にビッグクラブの育成組織に
対しては入部希望者が非常に多いのが通例であ
る。トライアウトの実施時期は二通りあって、随
時トライアウトを行なっているクラブと、決まっ
た時期にのみ行うクラブがある。
ビッグクラブや人気のあるクラブの場合は、こ
のトライアウトに加えて、三つ目の方法であるリ
クルートとの併用で選手が編成されることは珍し
くない。このリクルートにおいては、13 歳以上
の年代のチームに関しては積極的に選手の勧誘を
行うクラブが増えてくる。特にビッグクラブは積
極的な勧誘を行っており、高校生の世代になると
さらにそうした傾向は強まる。その際にビッグク
ラブは有望な選手に対し、提携している私立高校
の高額の学費を補助したり、その他さまざまな特
典を与え勧誘することもある。ちなみにトルコで
は公立高校の授業料は原則無料なのに対し、私立
高校の学費は 2013―2014 学年度で言えば平均で
年間 2 万 9997 トルコリラ（約 150 万円）（在イ
スタンブール日本総領事館，2013）で、高いとこ
ろは年間 36000 トルコリラ（約 180 万円）の学校
すらある。この他に、給食費、セルヴィス（通学
バス）、制服代、教科書代等の諸経費が必要であ
り、これらに対して補助するわけである。
トルコの一般工職の平均月収は社会保障費等を
含めて 1,719―4,837 トルコリラ（約 85950 円―
241850 円）であり（日本貿易振興会，2010）、ま
た佐々木（2012, p.179）によれば 2010 年に改訂
された最低賃金法による 16 歳以上の独身者の手
取り平均月額は 36000 円ということなので、私立
高校の学費を含めた必要な費用はトルコの一般家
庭にとってかなり高額ということがわかる。こう
した費用の補助が含まれる勧誘は選手やその家族
にとって相当に魅力的ということは容易に想像で
きる。
（4）連盟幹部やコーチへのインタビュー
育成期の選手の指導に関して、トルコバスケッ
表 4　Fenerbahce Ulker の育成組織の呼称と区分
呼　称 年　齢
GENC 17―18 歳
YILDIZ 15―16 歳
KUCUK 13―14 歳
MINIK 12 歳
MINIK-B 11 歳
MINIK-C 10 歳
表 5　Anadolu Efes SK の育成組織の呼称と区分
呼　称 年　齢
GENC 17―18 歳
YILDIZ 15―16 歳
KUCUK 13―14 歳
KUCUK-B 13―14 歳
MINIK-A 12 歳
MINIK-B 11 歳
MINIK-C 10 歳
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トボール連盟の幹部にインタビューを行った。ま
ず、Ömer Ugurata 氏のインタビューの結果であ
る。Ugurata 氏はトルコ代表男子、U-20 トルコ
代表男子、U-16 トルコ代表男子のコーチ経験が
ある。彼によれば、ポジションは 15―16 歳で
50 ％が決まり、その後に残りの 50 ％が決まって
いくことが多いという。バスケットボール連盟の
立場として、あるいはナショナルチームのことを
考える立場としては 14 歳まではポジションを決
めてほしくないとのことであった。つまりこの
14 歳以下では全てのポジションに必要な練習を
してほしいという。
ディフェンスについては、Ugurata 氏は、ゾー
ン・ディフェンスは 16 歳くらいから教え始める
のが良いのではないかと考えているという。16
歳になるまでは 1 on 1（マンツーマン・ディフェ
ンス）がとても重要なのでそこにフォーカスして
指導してほしいとのことであった。
次は、Birtan Öztürk 氏へのインタビューによ
る デ ー タ で あ る。 彼 は Galatasaray注13）の 女 子
U-18 チームと女子 U-16 チームのコーチ兼 U-17
女子トルコ代表コーチ（当時）と翌シーズンの
U-20 女子トルコ代表コーチを務めていた。その
立場での育成年代への指導の考え方を聞いた。ま
ず指導内容の基本的な考え方については、14 歳
以下の選手に対しては 90 ％以上がファンダメン
タル（ここでは個人スキルにおける基本技術の
意。以下同じ）であとは戦略・戦術あるいはそれ
につながる基本技術を指導し、15―16 歳の選手
に対しては 70 ％がファンダメンタルで残りの
30 ％が戦略・戦術を指導し、17―18 歳の選手に
はほぼすべての割合で戦略・戦術を指導するとい
う。ポジションについては、14 歳までは決めず
にすべてのポジションの動きとその基本技術を教
えるという。ポジションを決めるのは 15―16 歳
という。しかもそれは仮のものであり 18 歳くら
いに変わることもあるという。ただ、14 歳まで
は全ての練習をしている上に、15―16 歳でも練
習の 70 ％がファンダメンタルなので、トップレ
ベルに進む子どもも含めてスムーズにポジション
の変更ができるという。
（5）育成年代の選手育成の比較とまとめ
前節の 12 歳以下及び本節の 13 歳から 18 歳ま
での育成のシステムや運営に関するここまでの主
なデータをまとめると表 6 のようになる。
トルコでは 12 歳以下の選手の指導は主として
連盟が主導するバスケットボールスクールで行わ
れ、全国同一のプログラムで指導がなされる。練
習時間は 1.5 時間程度で、連盟主催の公式戦は行
われない。ローカルな大会は多少あるものの、勝
敗を争うような全国大会も無く、代わりにイベン
ト的な交流試合が行われる。
13 歳から 18 歳までの指導のシステムにおいて
は、主となる形が「バスケットボールスクール」
形式から「チーム」形式へと変化する。そして連
盟主催の公式戦が行われるようになり、これを中
心に練習が組まれるようになる。指導内容も各ク
ラブにより異なるようになっていく。練習時間は
主に 1.5―2 時間程度である。
表 6　トルコの育成年代の指導・運営システム
12 歳まで 13―18 歳
主な活動形式 スクール形式 チーム形式
連盟主催の大会 ( 公式戦 ) なし（公認はあり） あり
指導内容 全国同一 † 各クラブごとに異なる
一般的な 1 回あたり練習時間 1.5 時間 1.5―2 時間
リサンス 必ずしも必要ない 必要
†：12	DAVOの場合。
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したがって、大枠で言えばトルコでは 12 歳ま
での育成はバスケットボールの「導入」あるいは
「興味づけ」という要素が比較的強く、13 歳から
はそれ以前に比較すればより本格的な選手育成を
目指すシステムとして運営されていると考えられ
る。
Ⅳ．終わりに
本研究ではトルコのバスケットボールの育成期
に関し、詳細に調査した結果を分析した。それに
よりトルコの育成年代における運営のシステムや
指導の基本方針が明らかになった。育成期に関し
て、12 歳以下と 13 歳以上の選手のそれぞれの主
たる育成システムとその違いを明らかにした。そ
して、それぞれの年代における指導のベースとな
る考え方、大会の仕組み、選手の編成方法、各年
代の呼称等が明らかになった。またトルコバス
ケットボール連盟としての育成年代の指導に関す
る考え方も明らかになった。
それ故企図した研究の目的は遂げたと思われる
が、いっそうの研究の発展性も考えられる。ス
モールクラブや地方のクラブあるいは地方のバス
ケットボールスクールの質的調査も必要であろ
う。選手自身へのインタビューも有用だろう。
ヨーロッパの他国を調査することによりトルコと
比較することも双方の特徴をより鮮明にするかも
しれない。欧州のバスケットボールに関する研究
はこれまであまり目を向けられていなかった感が
あるが、トルコのみならず知見の積み上げが求め
られよう。
注
注 1） 例えば、Doga Koleji という私立学校の一
つに「バスケットボール部」があるが、こ
このメンバーはほぼ全員 Fenerbahce とい
うクラブに所属して練習しており、ここか
らも実質的には地域スポーツクラブがこの
年代の指導を担っていると言える。
注 2） この節のデータは表記が無いものは全てト
ルコバスケットボール連盟の複数の職員か
らの聞き取りの結果を筆者が整理・分析し
たものである。
注 3） この節のデータは表記が無いものは当時ト
ルコ在住で子息が Fenerbahce の育成組織
に所属していた故・高谷一美氏への聞き取
りの結果を筆者が整理・分析したものであ
る。
注 4） 12 歳以下の年代ではトライアウトをしない
のが原則である。しかし、ほんの一部に過
ぎないがこの 12 歳以下の世代の選手に対
してトライアウトを行うクラブもある。ト
ライアウトを実施するクラブでは、10 歳く
らいから受け付けるところが多い。稀では
あるがトップレベルのクラブの育成組織の
トライアウトでは、この年代であっても身
長制限がある場合もある。さらに、ずば抜
けて身長が高い子どもがいたときはリク
ルートをしてきて入団させるという場合も
極稀にではあるが行われることがある。た
だし、12 歳以下に関しては多くの子どもは
バスケットボールスクールに通い、そこで
はトライアウトやリクルートは無く、希望
者が全員加入するということが通例である
ことを確認したい。
注 5） リサンス（Lisans）というのは、ある種の
資格あるいは許可証もしくは登録証のよう
なもので、クラブを通じてトルコバスケッ
トボール連盟に登録が正式にされたことを
示すものである。12 歳以下はもちろん、13
歳以降の子どもも「公式戦」に出るために
はこのリサンスの取得が必要になる。トル
コではバスケットボールに限らず、サッ
カーやバレーボール等でもリサンスの制度
はある。競技者人口を示す一つの指標にな
る。ただ、近年はサッカーやバレーボール
では外国籍の子どもにはリサンスの発行が
制限されていることもあるようである。バ
スケットボール種目に関しては現地調査時
点では外国籍の子どもにも発行されている。
注 6） 会場により月謝は若干異なる。また続けて
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参加した場合 3―5 か月目の月謝はこの金
額より割引になる。
注 7） トルコバスケットボール連盟の「主催」で
はない点に注意されたい。
注 8） この節のデータは表記が無いものはトルコ
バスケットボール連盟の複数の職員及び高
谷一美氏からの聞き取りの結果を筆者が整
理・分析したものである。
注 9） トルコの大学進学率は約 10 ％程度（森住 , 
2006, p.58）だという。宮崎（2005, pp.196-
197）によれば 2004 年に発表された資料で
は大学統一試験総受験者 173 万人に対し 4
年制大学合格者が 19 万人なので、倍率は
約 9 倍と狭き門である。そのため、まずは
高校進学において名門進学高校をはじめと
する進学実績の良い高校を目指す子どもが
多い。
注 10） この節のデータは表記が無いものはトル
コバスケットボール連盟の複数の職員及
び Fenerbahce のコーチと他のスタッフ
並びに Anadolu Efes SK のコーチと他の
スタッフからの聞き取りの結果を筆者が
整理・分析したものである。
注 11） Fenerbahce の育成組織はトルコ国内にい
くつかあり、そのうちの一つが Fener-
bahce Ulker である。例年、Fenerbahce
の中でも水準が高いことが多い。
注 12） この節のデータは表記が無いものはトル
コバスケットボール連盟の複数の職員及
び高谷一美氏並びに Anadolu Efes SK の
コーチと同クラブの育成組織の選手の保
護者からの聞き取りの結果を筆者が整理・
分析したものである。
注 13） スポンサーの名称も含めた正確なクラブ
名は、Galatasaray Medical Park（当時）
だ が、 本 稿 で は 一 般 的 な 呼 称 で あ る
Galatasaray を用いる。2013-2014 年シー
ズンからは Galatasaray Liv Hospital に変
更になり、2015-2016 年シーズンからは
Galatasaray Odeabank に変更になった。
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